
今
回
の
論
文
は
、
お
も
に
闇
斎
思
想
に
お
け
る
悟
道
体
験
の
変
遷
に
焦
点
を
あ
て
て
、
道
を
求
め
る
者
の
苦
心
の
あ
り
か
を
さ

ぐ
っ
て
み
た
い
。
こ
の
『
教
学
研
究
紀
要
』
の
執
筆
要
項
に
、
「
臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
」
と
あ
り
、
そ
の
点

で
は
闇
斎
が
妙
心
寺
に
お
い
て
参
禅
学
道
に
志
し
て
い
る
の
で
、
主
旨
に
は
ず
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
「
宗
学
に
資

す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
注
記
に
関
し
て
は
、
闇
斎
が
還
俗
し
て
禅
学
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
諸
大
徳
よ
り
御
不
興
を
か
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
を
怖
れ
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
文
は
、
禅

学
・
朱
子
学
・
神
道
の
三
者
の
優
劣
を
比
較
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
に
生
き
た
ひ
と
り
の
人
物
が
、
己
亭
究

明
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
学
を
選
び
と
っ
た
の
か
、
た
と
え
て
い
え
ば
自
己
の
身
の
た
け
に
あ
う
衣
は
ど
れ
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

（
１
）

朱
十
学
を
日
本
化
し
た
と
さ
れ
る
山
崎
闇
斎
（
、
六
一
八
～
一
六
八
一
一
）
は
、
も
と
も
と
妙
心
寺
の
榔
僧
で
あ
っ
た
が
、
還
俗
し
て

朱
子
学
者
と
な
・
り
、
晩
年
は
神
道
者
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
の
思
想
転
回
が
三
変
し
て
い
る
こ
と
に
Ｈ
を
う
ば
わ
れ
て
、
そ

の
理
由
を
推
察
す
る
の
は
困
難
を
き
わ
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
、
闇
斎
の
全
体
像
は

（ゾ』）

し
だ
い
に
あ
き
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

は
じ
め
に

山
崎
闇
斎
の
悟
道
体
験
の
変
遷

ｌ
禅
学
か
ら
朱
子
学
、
神
道
へ
Ｉ

牛
尾
弘
孝
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や
ま
ぎ
ぎ
じ
ょ
う
い
ん

吉
く
ま

ざ
な

闇
斎
の
父
は
山
崎
浄
因
（
一
五
八
七
～
一
一
ハ
七
四
、
和
泉
の
国
岸
和
田
に
生
ま
れ
る
）
、
母
は
佐
久
間
氏
で
、
名
を
舎
奈
（
’
五
八
一
～

ら
ひ
じ

一
六
七
一
、
近
江
の
国
安
比
治
に
生
ま
れ
る
）
と
い
う
。
浄
因
は
、
豊
臣
秀
吉
の
正
妻
ね
ね
の
兄
木
下
家
定
（
一
五
四
一
二
～
一
六
○
八
）
、
お

け
ん
な

よ
び
家
定
の
次
男
利
房
（
一
五
七
一
一
一
～
一
六
三
七
）
に
仕
え
た
が
、
闇
斎
の
生
ま
れ
た
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
は
浪
人
の
身
で
、
京

し
ん

都
に
お
い
て
鍼
医
（
針
医
者
）
幸
些
営
ん
で
い
た
。

（
３
）

ち
よ
う
ぎ
ら

闇
斎
は
自
撰
の
年
譜
『
山
崎
家
譜
』
を
残
し
て
い
る
。
幼
年
時
代
は
長
吉
と
よ
ば
れ
、
祖
父
母
や
父
母
か
ら
、
姉
た
ち
と
と
巡
○

に
厳
し
く
も
愛
情
を
持
っ
て
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
詳
し
く
語
っ
て
い
る
の
は
印
象
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
奇
妙
な
こ
と
に

少
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
「
寛
永
六
年
、
わ
た
く
し
が
十
二
歳
の
と
き
、
父
君
の
い
い
つ
け
で
清
兵
術
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
、

し
よ
う
歴
う

つ
づ
い
て
青
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
「
正
保
一
一
一
年
の
春
（
一
一
十
九
歳
の
と
き
）
、
一
一
一
月
五
日
に
父
君
の
い
い
つ
け
で
、
姓
は
山
崎
に
も

か
あ
ざ
な
も
り
よ
し

か
え
も
ん

（
４
）

ど
腕
ソ
、
名
を
嘉
と
し
、
字
を
敬
義
と
い
い
、
号
を
闇
斎
と
し
、
加
右
衛
門
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

三
十
代
か
ら
は
ふ
た
た
び
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
自
己
の
体
験
や
行
動
、
お
よ
び
家
族
の
動
静
を
識
き
つ
づ
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
青
少
年
時
代
の
具
体
的
な
記
述
が
な
い
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
自
撰
の
年
譜
だ
か
ら
正
し
い
と
は
限
ら
な

い
。
書
き
た
く
な
い
こ
と
は
抹
消
す
る
し
、
こ
う
あ
り
た
い
と
望
め
ば
読
者
を
ま
ど
わ
す
ほ
ど
に
粉
飾
す
る
も
の
だ
。
こ
こ
に

ご
ん
ぽ
い
（
５
）

お
い
て
信
頼
に
足
る
伝
記
資
料
を
参
考
に
す
る
必
要
が
生
旅
し
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
は
闇
斎
の
直
弟
子
植
田
艮
背
（
一
六
五
一
～

一
七
一
一
一
五
）
の
『
艮
背
語
蹴
鄙
）
を
ま
ず
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
に
興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
し

で
あ
っ
た
の
か
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
七
三
五
）
－

て
み
よ
う
。 禅
学
を
中
心
と
し
た
時
期

２



た
つ
ち
ゅ
う

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
闇
斎
は
十
五
歳
ご
ろ
に
出
家
し
、
そ
れ
甑
。
前
述
の
如
く
妙
心
寺
の
塔
頭
大
通
院
に
お
い
て
参
禅
学
道

へ
と
ま
つ
し
ぐ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
な
り
正
確
な
水
足
屏
山
の
記
述
に
も
あ
や
ま
り
が
あ
っ
て
、
闇
斎
が
絶

蔵
主
と
称
し
た
の
は
、
妙
心
寺
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
に
あ
げ
る
闇
斎
の
才
能
や
性
格
を
物
語
る
エ
ビ

す
い
が

闇
斎
は
五
十
四
歳
の
と
き
に
霊
号
（
神
道
者
の
号
）
を
垂
加
霊
社
と
し
た
。
艮
背
〈
二
十
六
歳
）
が
入
門
Ｉ
」
た
当
時
、
闇
斎
（
五
十
九
歳
）

は
朱
子
学
と
神
道
と
を
教
授
で
き
る
油
の
乗
り
き
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
過
去
を
ふ
り
か
え
る
十
分
な
余
裕
が
持
て
た
の
で
ち
ご

あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
艮
背
の
記
憶
に
は
あ
や
ま
ｈ
ソ
が
ひ
と
つ
あ
る
。
闇
斎
は
六
、
七
歳
の
少
年
の
こ
ろ
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
侍
童

（
７
）

と
し
て
あ
ず
け
ら
れ
、
行
儀
・
作
法
を
習
っ
た
ｈ
ソ
、
『
法
華
経
』
を
暗
諭
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
出
家
は
し
て
い
な
か
っ

た
。
『
山
崎
家
譜
』
に
あ
る
よ
う
に
、
十
二
歳
の
と
き
、
よ
び
名
が
長
吉
か
ら
情
兵
衛
に
か
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
勉
学
に
ひ
と

く
ぎ
り
を
つ
け
、
比
叡
山
を
お
り
て
両
親
の
も
と
に
戻
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

み
ず
た
り
へ
肺
ざ
ん
（
８
）

（
９
）

こ
の
『
艮
背
語
録
』
に
つ
い
で
信
頼
す
る
に
足
る
伝
記
資
料
に
、
水
足
屏
山
（
一
六
七
一
～
一
七
一
二
二
）
の
『
山
崎
先
生
行
実
』
が
あ
っ

て
、
そ
の
な
か
に
重
要
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
川
）

先
生
は
生
ま
れ
な
が
ら
鋭
敏
聡
明
で
、
八
歳
の
と
き
『
法
華
経
』
を
晴
調
す
る
こ
し
」
が
で
き
た
。
（
中
略
）
成
童
で
出
家
し
、

ぎ
ゅ
う
こ
う
｛
Ⅱ
）

ぜ
つ
ぞ
う
す

お
も
に
禅
学
を
修
め
た
。
〈
京
都
か
ら
）
土
佐
に
移
ｈ
ソ
、
吸
江
寺
に
身
を
寄
せ
、
絶
蔵
主
と
称
し
た
。
二
十
二
、
三
歳
の
こ
ろ
、

く
う
こ
ぐ
（
に
）

空
谷
の
書
に
も
と
づ
い
て
一
一
一
教
一
致
の
論
を
書
い
た
。
（
神
道
大
系
所
収
『
山
崎
先
生
行
実
』
五
二
七
頁
）

れ
い
し
ゃ

鮴
た
ま
の
ち

た
つ
ち
ゅ
う

霊
社
（
闇
斎
の
こ
と
）
、
初
メ
出
家
ノ
時
ハ
天
台
宗
。
／
学
く
り
。
叡
山
二
居
玉
上
、
後
、
妙
心
寺
ノ
塔
中
大
通
院
ニ
テ
禅
ヲ

学
く
り
。
（
神
道
大
系
所
収
『
艮
背
語
録
』
四
四
九
頁
）

３



（
伽
）

闇
斎
が
妙
心
寺
に
お
い
て
絶
戯
主
Ｌ
」
よ
ば
れ
、
な
み
は
ず
れ
た
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
『
中
峰
語
録
』
に
訓
点
を
つ
け
な

が
ら
読
破
す
る
ほ
ど
の
学
力
を
養
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
問
題
は
当
時
の
大
通
院
の
住
持
が
だ
れ
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

Ｌ
よ
う
な
ん
ぞ
う
げ
（
川
）

で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
推
察
で
き
プ
っ
の
は
、
湘
南
宗
化
と
い
う
人
物
で
、
土
佐
の
吸
菰
寺
と
京
都
の
妙
心
寺
塔
頭
大
通
院
の

（
鳩
）

住
持
を
兼
任
し
て
い
た
。
絶
蔵
主
は
こ
の
湘
南
宗
化
に
み
こ
ま
れ
、
十
九
歳
の
こ
ろ
土
佐
の
吸
江
寺
へ
移
ｈ
ソ
、
い
ず
れ
湘
南
宗
化

の
あ
と
を
つ
ぐ
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
一
一
十
一
一
、
三
歳
の
こ
ろ
、
空
谷
景
隆
の
『
尚
直
編
』
に
も
と
づ
き
、

三
教
一
致
の
論
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
闇
斎
の
禅
僧
と
し
て
の
勉
学
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
ら
づ
け

て
い
る
。
今
日
知
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
修
行
僧
と
し
て
の
闇
斎
の
見
性
体
験
の
有
無
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
学
僧
と
し
て
の
禅

書
の
考
究
の
み
が
強
調
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

じ

闇
斎
が
土
佐
へ
移
り
住
ん
で
、
五
、
六
年
た
っ
た
一
一
十
四
、
五
歳
の
こ
ろ
、
重
大
な
転
機
が
お
と
ず
れ
る
。
闇
斎
は
、
谷
時

ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
兇
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。

そ
れ
が
し

妙
心
寺
ノ
塔
中
二
、
祖
師
ノ
法
語
一
幅
ア
リ
。
大
通
院
ノ
住
持
日
ク
、
「
絶
蔵
主
ハ
記
憶
、
人
ニ
コ
ュ
。
今
日
某
ノ
処
二

⑪
雲

は
い

し
ろ

住
テ
共
二
法
語
「
フ
ミ
ル
ベ
シ
。
汝
ヨ
ク
コ
レ
ヲ
記
憶
シ
テ
帰
ラ
ン
カ
」
。
絶
蔵
主
曰
ク
、
「
諾
。
コ
コ
ロ
ミ
ニ
コ
レ
ヲ
記
セ
ン
」
。

Ｌ
一
Ｊ
ｕ

か
え

遂
二
与
二
共
ニ
ュ
キ
、
彼
ノ
秘
蔵
セ
ル
法
語
ヲ
肴
ル
。
反
ル
ー
及
デ
、
院
主
、
絶
蔵
主
二
間
テ
曰
ク
、
「
ヨ
ク
記
憶
ス
ル
ヤ
」
。

た
篭

な
に
と
か

す
な
わ
ら

日
ク
、
「
然
リ
。
唯
疑
う
所
ハ
ー
字
ノ
ミ
。
恐
ラ
ク
ハ
某
ノ
字
ナ
ラ
ン
カ
」
。
乃
コ
レ
ヲ
紙
二
写
サ
シ
メ
、
疑
う
所
ヲ
往
一
ナ
コ

そ
の

す
ぐ
れ
る

レ
ヲ
正
サ
シ
ム
。
果
シ
テ
某
ノ
字
ナ
リ
。
其
他
一
宇
モ
違
フ
コ
ト
ナ
シ
。
人
皆
コ
レ
ヲ
奇
ト
ス
。

い
・
つ

お
も

こ
い

禅
録
ニ
チ
ウ
ホ
フ
（
中
峠
）
語
録
ト
カ
云
誠
曰
、
ヨ
ミ
ガ
タ
シ
ト
問
ク
。
願
フ
ニ
、
此
マ
タ
何
ゾ
読
マ
レ
ザ
ル
コ
ト
ァ
ラ
ン
ャ

い

卜
、
七
日
静
室
二
届
、
終
ニ
コ
ト
ゴ
ト
ク
訓
点
ヲ
ナ
セ
リ
ト
ゾ
。
（
神
道
大
系
所
収
『
艮
背
誠
、
録
』
四
七
七
頁
）

４



第
二
代
藩
主
山
内
忠
義
（
一
五
九
二
～
一
六
六
四
）
の
厚
い
信
任
を
得
た
野
中
兼
山
は
、
藩
政
の
大
権
を
一
手
に
握
っ
て
、
新
田
開

発
・
用
水
路
設
置
・
港
湾
整
備
に
あ
た
る
一
方
、
人
倫
道
徳
を
あ
き
ら
か
に
し
、
天
下
国
家
を
治
め
る
の
は
儒
学
（
米
子
学
）
の
ほ

か
に
な
し
と
の
信
念
か
ら
、
長
崎
か
ら
宋
明
版
、
対
馬
か
ら
朝
鮮
版
の
朱
子
学
関
係
の
漢
籍
を
求
め
、
苦
心
し
て
あ
つ
め
た
こ
れ

（
帥
）

ら
の
書
物
を
一
二
歳
下
の
絶
蔵
主
（
闇
斎
）
に
自
由
に
読
む
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
若
林
強
斎
が
山
口
春
水
に
語
っ
て
聞
か
せ

た
闇
斎
の
故
事
は
か
な
り
大
ま
か
な
も
の
で
、
自
分
か
ら
吸
江
寺
を
出
た
の
か
、
そ
れ
と
も
追
放
さ
れ
た
の
か
詳
細
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
二
十
五
歳
の
こ
ろ
に
は
京
都
へ
も
ど
り
、
朱
子
学
の
講
釈
を
は
じ
め
た
こ
と
を
も
っ
て
事
実
上
の
還
俗
と
み
な

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
闇
斎
の
仏
を
去
り
儒
に
帰
す
る
と
い
う
事
実
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
心
理
的
な
葛
藤
に

ち
ゅ
う
（
町
）

お
ぐ
ら
さ
ん
せ
い
（
、
）

け
ん
ざ
ん
〈
胸
）

中
（
一
五
九
八
～
一
六
四
九
）
・
小
倉
三
省
（
一
六
○
四
～
一
六
五
四
）
・
野
中
兼
山
（
一
六
一
五
～
一
六
六
一
一
一
）
等
と
の
交
流
、
と
り
わ
け

｛
山
）

野
中
兼
山
の
導
き
に
よ
り
、
儒
学
（
宋
子
学
）
に
開
眼
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
若
林
強
斎
の
語
は
、
仏
を
去
り
儒
に
帰
す
る
と

い
う
転
回
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
。

ほ
う
き

た
だ
び
と

当
寺
ノ
ー
旦
那
（
楠
家
）
ガ
、
名
高
イ
土
佐
ノ
家
老
ノ
野
中
伯
耆
（
兼
山
の
通
称
）
デ
ア
リ
テ
、
先
生
ノ
只
人
ナ
ラ
ヌ
ヲ
見
一
プ
、

そ
の
二
ろ

た
な

ヒ
タ
ト
朱
子
ノ
書
ヲ
ミ
セ
タ
ト
云
う
事
ニ
テ
候
。
其
比
ハ
朱
子
ノ
書
ナ
ド
ハ
甚
ダ
足
シ
無
イ
（
と
ぼ
し
い
）
コ
ト
デ
ア
リ
シ
ニ
、

イ
ヵ
ナ
ル
コ
ト
カ
伯
耆
ハ
、
朝
鮮
本
ヲ
多
ク
所
持
シ
テ
イ
テ
、
『
朱
子
語
類
』
・
『
（
朱
子
）
文
集
』
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
、
様
々
ノ

し
た
じ

ば
ん
ら
師

大
切
ナ
書
ド
モ
コ
ノ
ミ
セ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
テ
候
。
下
地
（
禅
書
の
多
読
に
よ
る
学
問
の
基
礎
）
ハ
明
ラ
カ
ナ
リ
。
ナ
ニ
カ
本
法
ヲ

う
ん
の
う

キ
ヵ
レ
タ
モ
ノ
ュ
エ
、
一
ｍ
ロ
ー
ニ
氷
釈
霧
消
シ
テ
聖
学
（
儒
学
）
ノ
繍
奥
、
コ
ト
ゴ
ト
ク
ヒ
ラ
ケ
タ
ュ
ヘ
、
（
中
略
）
自
分
ハ
儒
者

い
で
て
す
な
わ
ち

ニ
ナ
ル
ゾ
ト
ァ
ル
コ
ト
デ
、
サ
ッ
パ
リ
ト
還
俗
シ
テ
吸
江
寺
ヨ
リ
出
ヅ
ッ
、
即
経
替
ノ
講
釈
コ
ノ
ナ
サ
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
テ

候
。
コ
レ
ガ
ニ
十
四
、
五
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
ル
ル
時
ノ
コ
ト
ニ
テ
候
。
（
『
雑
話
筆
記
』
巻
二
、
一
一
十
六
丁
）

５



は
う
蛍
』

闇
斎
の
帰
京
後
の
最
も
た
し
か
な
消
息
は
、
若
林
強
斎
が
山
口
春
水
に
語
っ
て
き
か
せ
た
「
ソ
レ
ヵ
ラ
伯
耆
ガ
世
話
ニ
ー
ァ
、
京

よ
し
や
で
み
ず
あ
が

し
ん
な
お
な
お

一
ｍ
）

都
吉
屋
町
出
水
上
ル
町
二
家
ヲ
モ
ト
メ
ー
ア
、
進
ジ
テ
尚
々
学
問
ヲ
サ
セ
マ
シ
タ
時
二
」
云
々
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
一
一
十
五
、
六

歳
に
も
な
っ
て
両
親
に
頼
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
し
て
い
ま
さ
ら
妙
心
寺
に
も
ど
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
野
中
兼
山
の
世
話
を

う
け
て
な
ん
と
か
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
朱
子
学
の
研
讃
を
つ
み
か
さ
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
立
証
す
る
闇
斎
の
記

述
が
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
二
十
九
歳
の
と
き
の
こ
と
で
、
実
に
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
闇
斎
が
儒
学
者
と
し
て
の
道
を
あ
ゆ

む
決
心
が
つ
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
土
佐
か
ら
帰
京
し
て
も
、
絶
蔵
主
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
翌
年
の
三
十
歳
の
春
に
箸

（
鋤
）

わ
さ
れ
た
『
關
異
』
で
あ
る
。
儒
学
（
朱
了
学
）
へ
転
回
し
た
こ
と
を
宣
一
一
一
一
口
す
る
闇
斎
の
最
初
の
書
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

二
】
つ

北
宋
の
大
儒
程
明
道
（
一
○
一
一
一
二
～
一
○
八
五
、
名
は
願
、
字
は
伯
淳
、
号
は
明
道
）
・
程
伊
川
（
一
○
三
一
一
一
～
一
一
○
七
、
名
は
頤
、
字
は
正
叔
、

せ
つ
け
い
け
ん

せ
ん

号
は
伊
川
〉
兄
弟
や
明
代
は
じ
め
の
朱
子
学
者
騨
敬
軒
（
一
三
八
九
～
一
四
六
四
、
名
は
喧
、
字
は
徳
温
、
号
は
敬
軒
）
等
の
書
か
ら
の
引
用

ご
け
。
〈
か
い

も
あ
る
が
、
お
も
に
『
朱
子
文
集
』
・
『
朱
子
語
類
』
の
な
か
よ
り
、
朱
烹
（
一
一
一
二
○
～
一
一
一
○
○
、
名
は
蔦
、
字
は
尤
晦
、
の
ち
に
仲
晦
、

つ
い
て
は
闇
斎
自
身
が
な
に
も
語
っ
て
い
な
い
。
以
下
、
朱
子
学
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

二
朱
子
学
を
中
心
と
し
た
時
期

し
よ
う
ほ
う

か
あ
ざ
な
も
り
よ
し

正
保
一
一
一
年
（
一
六
四
六
）
の
春
、
一
一
一
月
五
日
に
父
君
の
い
い
つ
け
で
、
姓
は
山
崎
に
も
ど
り
、
名
を
嘉
と
し
、
字
を
敬
義
と

い
い
、
号
を
闇
斎
と
し
、
加
右
衛
門
と
称
す
る
こ
と
に
し
転
一
（
『
山
崎
家
譜
』
）

か
え
も
ん

６



し
り
ぞ

『
山
崎
家
譜
』
に
は
の
せ
て
い
な
い
の
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
出
家
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
「
異
。
／
關
ク
」
と
い
う
篇

名
で
あ
る
以
上
、
自
己
の
過
去
を
抹
消
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
闇
斎
は
ま
ち
が
い
な
く
禅
僧
で
あ
っ
た
。
峻
厳

な
僧
堂
生
活
に
耐
え
た
修
行
僧
で
あ
り
、
禅
書
を
読
破
す
る
能
力
を
有
し
た
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
察
す
る
に
難
く
な
い
。
闇

斎
が
く
わ
し
く
語
ろ
う
と
し
な
い
心
理
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
『
關
異
』
に
見
ら
れ
る
仏
教
批
判
を
、

儒
教
倫
理
お
よ
び
悟
道
体
験
と
い
う
ふ
た
つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

『
關
異
』
の
後
記
に
お
い
て
、
闇
斎
は
儒
教
倫
理
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
に
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
。

号
は
晦
塵
の
仏
教
批
判
（
と
り
わ
け
禅
批
判
）
の
語
を
抄
録
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
編
纂
書
で
あ
る
。
最
後
に
わ
ず
か
四
葉
ほ
ど

の
後
記
が
附
さ
れ
て
い
る
。
闇
斎
思
想
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
初
期
の
も
の
と
な
る
が
、
仏
教
批
判
の
視
点
は
変
わ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
た
だ
闇
斎
は
自
己
の
考
え
を
く
ど
く
ど
と
述
べ
る
こ
と
は
せ
ず
、
引
用
し
た
資
料
に
語
ら
せ
る
こ
と
を
学
問
的
原
則

と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
後
記
は
よ
く
読
む
必
要
が
あ
る
。
自
撰
の
年
譜
『
山
崎
家
譜
』
に
は
あ
え
て
の
せ
な
か
っ
た
告
白
が
記

さ
れ
て
い
る
。

く
字
フ
こ
ぐ
□

わ
た
し
は
八
歳
の
こ
ろ
「
四
書
」
を
読
み
、
十
五
、
六
歳
の
こ
ろ
出
家
し
、
一
一
十
一
一
、
一
一
一
歳
の
こ
ろ
空
谷
の
書
に
も
と
づ
い

た
わ
ご
と

て
一
一
一
教
一
致
の
胡
論
を
書
い
た
。
一
一
十
五
歳
の
と
き
朱
子
の
書
を
読
ん
で
仏
教
が
（
父
子
・
君
臣
・
兄
弟
・
夫
婦
・
朋
友
の
）
道
か

ら
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
仏
教
を
す
て
て
儒
学
に
し
た
が
う
こ
と
と
し
た
。
い
ま
三
十
歳
に
な
り
な
が
ら
自
立
で

き
な
い
で
い
る
。
わ
た
し
は
も
っ
と
早
く
（
儒
仏
の
是
非
を
）
弁
別
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
深
く
反
省
し
て
お
り
、
人
が
（
わ
た
し

の
よ
う
に
）
迷
い
は
し
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
や
む
を
え
ず
こ
の
書
を
編
纂
し
た
の
で
あ
ゐ
）
（
「
關
異
』
三
十
八
丁
）

７



お
さ

学
」

（郡｝

『
論
語
』
為
政
篇
の
「
子
日
ハ
ク
、
異
端
ヲ
攻
ム
ル
ハ
、
斯
レ
害
ノ
ミ
（
子
Ｒ
、
攻
乎
墨
〈
端
、
斯
害
也
己
）
」
は
、
『
關
異
』
の
第
一
条
に

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
後
世
儒
学
者
が
道
家
・
道
教
や
仏
教
を
批
判
す
る
際
に
よ
く
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
闇
斎
は
禅
僧
で
あ
っ
た
か
ら
、
批
判
す
る
相
手
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
三
綱
と
は
君
臣
・
父
子
・
夫
婦

の
人
間
の
き
ず
な
を
い
い
、
五
常
と
は
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
な
ど
の
人
間
に
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る
徳
を
い
う
。
仏
教
は
在
家

主
義
よ
り
も
、
本
来
出
家
主
義
を
た
っ
と
ぶ
か
ら
、
家
族
の
愛
情
の
き
ず
な
を
先
ず
断
ち
き
る
こ
と
を
教
え
る
。
朱
鷺
は
程
伊
川

の
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
仏
教
の
非
人
情
の
姿
勢
を
排
斥
す
る
。

が
ん
く
う
し
ん
く
う

〈
仏
教
に
）
頑
空
・
真
空
と
い
う
説
が
あ
る
。
頑
空
と
は
、
冷
た
い
灰
や
枯
れ
た
木
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
真
空
と
は
、

〃
、
二
つ

も
ろ
も
ろ
の
現
象
を
お
さ
め
と
っ
て
変
化
に
対
応
す
る
も
の
だ
が
、
や
は
ｈ
／
空
に
変
わ
ｈ
／
は
な
い
。
い
ま
さ
ら
仏
教
を
き
わ

め
る
必
要
は
な
い
。
程
伊
川
は
（
『
二
程
全
書
』
で
）
「
た
だ
実
生
活
の
上
で
（
仏
教
の
是
非
を
）
判
断
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
だ
」
悪

わ
た
し
が
思
う
に
、
道
と
い
う
も
の
は
一
一
一
綱
・
五
常
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
仏
教
は
三
綱
・
五
常
を
捨
て
さ
っ
て
い
る
の
で
、

仏
教
が
道
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
の
は
研
究
し
な
く
て
も
わ
か
る
。
し
か
し
三
綱
・
五
常
の
道
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
っ
き
り

せ
ず
、
人
々
は
こ
れ
を
な
ぜ
捨
て
さ
る
と
い
け
な
い
の
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
世
間
の
儒
者
と
い
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
は
、

姿
や
考
え
が
浄
土
真
宗
の
僧
と
区
別
が
つ
か
な
い
。
（
さ
ら
に
）
無
内
容
な
学
問
を
し
な
が
ら
博
学
な
聖
賢
の
こ
と
ば
で
取
り

つ
く
ろ
い
、
無
内
容
な
美
し
い
文
章
を
作
り
な
が
ら
道
理
が
そ
な
わ
っ
た
経
典
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に

三
綱
・
五
常
の
道
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
仏
教
の
教
え
に
感
化
さ
れ
な
い
も
の
は
い
な
く
な
る
の
だ
。
だ
か

ら
孔
子
の
こ
と
ば
を
最
初
に
と
り
あ
げ
、
（
正
道
で
は
な
く
て
）
異
端
の
道
を
研
究
す
る
の
は
有
害
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
人
々
に

わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
壗
一
（
『
關
異
』
一
一
十
八
丁
～
一
千
九
丁
）

８



こ
の
よ
う
な
仏
教
の
出
家
遁
世
と
い
う
生
活
形
態
を
批
判
す
る
視
点
は
、
儒
教
側
の
常
套
手
段
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
闇
斎
自
身
に
と
っ
て
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
君
臓
関
係
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
初
代
会
津
藩
主
保
科
正
之

（
一
六
二
～
一
六
七
二
）
か
ら
、
闇
斎
（
四
十
八
歳
）
が
招
膀
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
夫
婦
関
係
は
、
闇
斎
（
二
十
六
歳
）
が
承

し
も
が
も

い
ち
よ
う

応
二
年
（
一
六
五
一
二
）
に
京
都
下
鴨
神
社
の
神
職
鴨
脚
秀
政
の
む
す
め
を
め
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
あ
と
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
終
生
変
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
の
は
父
母
へ
の
恩
愛
の
情
で
あ
っ
た
隆
一
姉
ふ
た
り
へ
の
想
い
も
深
か
つ

次
に
重
要
な
の
は
仏
教
の
悟
道
体
験
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
『
關
異
』
十
六
条
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
朱
嘉
の
語
は
、
こ
の
こ
と
９

を
明
確
に
説
い
て
い
る
。

た
０

朱
烹
の
悟
道
体
験
が
、
心
の
内
に
む
か
う
持
敬
層
敬
存
養
と
も
い
う
）
と
外
界
に
む
か
う
窮
理
（
格
物
窮
理
と
も
い
う
）
の
ふ
た
つ

か
つ
ぜ
ん
〈
池
｝

の
実
践
方
法
に
も
と
づ
く
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
終
的
な
到
達
地
点
は
、
「
諮
然
貫
通
」
の
体
験
で
あ
っ

十
六
）
と
い
っ
て
い
る
。
仏
教
は
、
も
と
も
と
自
己
の
父
母
を
見
捨
て
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
道
理
を
説
く
に
し
て
も
、
愛

生
活
に
は
）
役
立
た
な
い
・
仏
教
の
教
え
は
自
分
で
断
ち
き
る
べ
き
で
あ
論
一
（
和
刻
本
『
朱
子
語
類
』
醤
二
六
、
一
丁
～
一
一
丁
、
釈
氏
）

｛
鋤
）

儒
教
に
は
「
道
を
聞
く
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
聞
く
と
は
、
（
身
の
ま
わ
ぃ
ソ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
）
見
聞
し
て
深
く
考
察
し
、

お
や
こ

こ
と
わ
り

本
質
に
到
達
す
る
こ
Ｌ
」
を
い
う
の
だ
。
道
と
は
、
君
臣
・
父
子
な
ど
の
間
に
ふ
だ
ん
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
当
然
の
理
に
す
ぎ

か
ち
り
と
ざ
と
か
ら
だ
に
あ
せ
び
っ
し
ょ
り
（
川
｝

な
い
。
仏
教
が
い
ニ
フ
「
諮
然
大
悟
っ
て
通
身
汗
出
」
な
ど
の
玄
妙
不
可
思
議
な
こ
と
は
一
切
な
い
《
》
な
に
か
特
別
な
努
力

す
る
必
要
は
な
く
、
敬
を
た
も
っ
て
理
を
き
わ
め
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
塙
一
（
『
關
異
』
一
千
丁
）

つ
つ
し
み



か
ら
り
と
さ
と
る

か
ち
り
と
ひ
と
つ
に
な
る

禅
学
で
い
う
「
諮
然
大
悟
」
は
心
の
絶
対
目
市
画
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
朱
子
学
で
い
う
「
舗
然
貫
通
」
は
万
物
を
貫
く
理
の
同

一
性
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
き
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
人
は
絶
対
自
由
な
心
を
信
じ
き
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
、

人
は
個
別
的
な
理
を
あ
つ
め
て
も
万
物
を
一
貫
す
る
理
を
自
覚
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
闇
斎
に
「
舗
然
貫
通
」
を
批

判
す
る
語
は
な
い
。
そ
れ
は
禅
僧
か
ら
朱
子
学
者
に
転
回
を
と
げ
た
闇
斎
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

終
生
朱
子
学
を
捨
て
る
こ
と
の
な
か
っ
た
闇
斎
で
あ
る
が
、
晩
年
に
神
道
へ
と
さ
ら
な
る
転
回
を
と
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
子

学
の
「
諮
然
貫
通
」
か
ら
垂
加
神
道
の
「
神
性
降
臨
」
と
い
う
悟
道
体
験
へ
と
い
う
領
域
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
人
と
神

と
い
う
関
係
を
通
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。

た
。
闇
斎
が
『
關
異
』
十
六
条
に
意
図
し
た
こ
と
は
、
禅
学
の
「
諮
然
大
悟
」
と
い
う
飛
躍
の
体
験
（
頓
悟
主
義
）
を
捨
て
て
、
朱
子

学
の
「
諮
然
貫
通
」
と
い
う
着
実
な
体
験
（
漸
進
主
義
）
へ
と
転
回
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
朱
嘉
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

三
神
道
を
中
心
と
し
た
時
期

思
う
に
人
間
の
心
と
い
う
も
の
は
霊
妙
な
る
も
の
で
、
知
（
認
識
作
田
を
有
し
な
い
も
の
は
な
い
し
、
一
方
へ
天
下
の
物

で
、
理
を
有
し
な
い
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
理
の
窮
め
方
に
不
充
分
な
点
が
あ
る
の
で
、
知
も
不
完
全
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
。

さ
れ
ば
学
問
者
を
し
て
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
物
に
即
し
て
、
既
知
の
理
を
手
が
か
り
と
し
て
ま
す
ま
す
窮
め
て
い
き
、
つ
い

に
は
極
致
ま
で
い
く
よ
う
に
努
力
さ
せ
る
。
と
い
う
の
が
、
『
大
学
』
の
教
え
の
第
一
課
な
の
で
あ
る
。
長
い
間
努
力
し
て
い

かつぜんたいよう
る
う
ち
、
い
っ
た
ん
諮
然
と
し
て
貫
通
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
事
事
物
物
の
表
裏
、
精
粗
、
す
べ
て
把
握
せ
ら
れ
、
吾
が
心

の
全
体
（
本
来
完
全
な
る
本
質
）
、
大
用
（
偉
大
な
る
作
用
）
、
み
な
明
ら
か
と
な
み
鍬
）
粟
烹
『
大
学
章
句
』
格
物
補
伝
）

0



今
回
の
論
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
悟
道
体
験
の
ち
が
い
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
『
教

学
研
究
紀
要
』
の
創
刊
号
の
冒
頭
を
か
ざ
る
荒
木
見
悟
氏
「
頓
悟
漸
修
論
と
『
西
遊
記
』
ｌ
『
西
遊
証
道
大
奇
書
』
の
観
点
ｌ
」
（
平

成
十
五
年
）
で
あ
っ
た
。
『
大
奇
書
』
の
著
作
者
汪
象
旭
は
、
「
儒
を
疏
外
し
て
、
仙
仏
同
源
に
徹
し
て
い
る
」
（
前
掲
荒
木
見
悟
氏
論
文
、

四
頁
）
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
孫
悟
空
勇
は
人
間
の
心
そ
の
も
の
）
が
放
埒
を
き
わ
め
る
猿
か
ら
真
性
に
目
覚
め
た
猿

に
な
っ
た
（
前
掲
論
文
、
五
頁
）
の
は
、
禅
門
の
頓
悟
漸
修
と
道
教
の
性
命
双
修
と
に
よ
っ
て
修
行
し
た
（
同
上
、
十
一
一
一
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

本
来
あ
る
べ
き
自
性
霊
通
の
心
に
復
元
す
る
（
同
ｋ
、
五
頁
）
た
め
に
は
、
丹
薬
を
練
り
あ
げ
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
（
復
元
を
保
証
す
る
基
盤
が
頓
悟
漸
修
で
時
間
を
か
け
て
気
質
を
変
化
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
が
性
命
双
修
）
。

す
い
が
（
郷
）

山
崎
闇
斎
が
提
唱
し
た
神
道
、
い
わ
ゆ
る
垂
加
神
道
は
、
ま
さ
に
「
禅
を
疏
外
し
て
、
神
儒
同
源
に
徹
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

邸
論
的
な
弱
さ
を
持
つ
神
道
は
、
つ
ね
に
仏
教
や
儒
教
、
と
き
に
は
道
教
の
力
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
闇
斎
は
中
世
以
来

沖
ん
ぺ

（郷）

の
己
凹
部
神
道
、
伊
勢
神
道
、
上
Ⅱ
旧
神
道
を
吸
収
し
つ
つ
も
、
米
子
学
を
徹
底
的
に
Ⅲ
己
同
化
し
て
、
神
主
柵
従
や
神
従
儒
主
で

は
な
く
、
神
儒
同
源
・
神
儒
一
致
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
支
え
る
の
が
神
儒
兼
学
と
い
う
学
問
的
な
態
度
で
あ

る
。
闇
斎
の
垂
加
神
道
は
、
儒
教
思
想
（
朱
子
学
）
に
も
と
づ
く
倫
理
的
な
性
格
と
神
道
思
想
霊
的
信
仰
）
に
も
と
づ
く
宗
教
的
な

性
格
を
有
す
る
。
こ
れ
は
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

ご
と
う

朱
子
学
が
持
敬
・
窮
理
と
い
う
工
夫
（
実
践
方
法
）
を
積
ん
で
舗
然
貫
通
の
世
界
を
体
験
す
る
よ
う
に
、
垂
加
神
道
で
は
祈
祷
。

し
ょ
う
じ
ざ
ば
つ
炉
）
よ

正
直
・
祓
除
と
い
う
一
二
種
の
修
行
に
よ
っ
て
、
神
性
降
臨
の
世
界
を
体
験
す
る
。
闇
斎
の
垂
加
神
道
を
継
承
し
て
平
易
に
説
い

（”｝（”）
た
の
が
若
林
強
斎
で
あ
っ
た
。
強
斎
に
よ
る
祈
祷
（
い
の
り
）
・
正
直
（
も
の
ご
と
の
す
じ
め
）
・
祓
除
（
み
そ
ぎ
は
ら
い
）
の
説
明
は
、
『
神

道
夜
話
』
に
く
わ
し
い
。
こ
の
三
者
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
も
祈
祷
が
根
本
に
あ
っ
て
、
祓
除
が
純
粋
な
行
為
と
な
り
、
正
直
が

か
み
む
か

い
ち
つ

（郷）

誠
実
な
徳
目
と
な
る
。
強
斎
が
「
神
明
二
向
う
心
ヲ
云
」
（
『
神
道
夜
話
』
三
六
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
神
に
祈
る
と
い
う
よ
り
、

神
を
祈
る
と
即
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
祈
祷
と
は
不
浄
の
身
心
を
祓
い
清
め
る
た
め
に
、
神
の
前
に
み
ず
か
ら
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（
吉
田
神
道
を
伝
え
る
）
吉
田
家
の
和
歌
に
、
「
日
や
月
の
よ
う
に
明
ら
か
な
宮
殿
（
神
社
の
こ
と
）
の
鳥
居
を
く
ぐ
れ
ば
、
わ
が
身
心

お
お
あ
な
む
ち
⑩
か
み
如
好
く
に
め
し
⑪
か
み

は
す
っ
き
り
と
な
っ
て
、
身
心
が
そ
の
ま
ま
神
の
や
す
ら
か
に
住
み
た
も
う
神
社
と
な
る
」
と
あ
る
。
大
己
貨
神
（
大
国
主
神
と
も

み
た
進

一Ⅲ）

い
う
）
の
心
神
が
、
奈
良
の
一
二
輪
山
に
楠
っ
た
こ
と
を
詠
み
あ
て
て
い
る
と
闇
斎
は
感
じ
た
の
で
あ
る
。
闇
斎
が
「
心
神
が
人
の
身

に
宿
る
。
汚
れ
た
身
心
に
神
は
宿
ら
な
い
」
と
く
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
深
い
感
動
を
と
も
な
っ
た
体
験
を
得

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
闇
斎
が
こ
こ
で
「
宿
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
「
内
在
す
る
」
の
か
、
そ
れ
と
も
「
降

臨
す
る
」
の
か
、
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
、
垂
加
神
道
の
継
承
者
若
林
強
斎
は
、
『
大
学
序
講
義
』
に
お
い
て
、
「
タ
レ
ト
テ
モ
、

み
た
ま

き
わ
虜
（
Ⅲ
）

で
ぐ
ち
の
ぶ
よ
し

天
ノ
抑
ノ
御
魂
（
心
神
）
ヲ
受
ケ
ー
ァ
生
マ
レ
ヌ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ニ
極
ツ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
。
闇
斎
が
直
接
教
え
を
乞
う
た
出
口
延
佳

進
み
で
て
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
罪
状
を
告
白
す
る
と
い
う
純
粋
な
心
の
修
行
で
あ
る
。
以
上
の
三
種
の
修
行
を
く
り
か
え
し
時
間

を
か
け
て
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
神
性
降
臨
（
神
霊
の
性
質
が
わ
が
身
に
宿
る
）
の
悟
道
体
験
が
生
起
す
る
。
闇
斎
は
『
日
本
書
紀
』

じ
ん
だ
い
の
ま
き

神
代
巻
を
講
義
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
長
文
に
わ
た
る
の
で
一
部
省
略
す
る
。

み
む
ろ
い
う

つ
た
え

よ
み
み
む
ろ

す
恋
わ
ら
わ
が

一
一
一
室
ト
云
二
、
大
事
ノ
伝
ア
ル
ゾ
。
一
一
一
室
卜
云
字
二
書
イ
タ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
ア
ノ
訓
ハ
身
室
ト
云
コ
ト
ゾ
。
則
吾
コ

し
ん
し
ん

み
わ
や
ま

ノ
身
ノ
コ
ト
ゾ
。
則
心
神
ガ
コ
ノ
身
二
宿
セ
ラ
ル
ル
ゾ
。
（
中
略
）
ソ
フ
シ
テ
ー
ー
一
室
ノ
山
〈
一
一
一
輪
山
）
ハ
、
ヨ
ソ
ニ
ハ
ナ
イ
ゾ
。

あ
や

則
コ
ノ
身
ゾ
。
コ
ノ
身
二
神
シ
キ
光
ノ
心
神
ハ
、
キ
ッ
ト
補
ラ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
。
士
口
田
ノ
家
ノ
和
歌
ガ
ア
ル
ゾ
。
コ
レ
ガ
丁
度

コ
コ
ヲ
読
ミ
カ
ナ
ヘ
タ
モ
ノ
ゾ
。
歌
一
一

ま
と
り
い

び
つ
さ

神
の
坐
す
鳥
井
に
い
れ
ば
こ
の
身
よ
り
日
月
の
宮
と
や
す
ら
か
に
住
む

卜
云
歌
ゾ
。
（
中
略
）
コ
ノ
常
ノ
人
ノ
ケ
ガ
ラ
ハ
シ
キ
身
心
二
、
神
モ
宿
ラ
セ
ラ
レ
ヌ
ガ
、
神
ノ
鳥
井
ノ
中
へ
イ
リ
テ
ア
レ
パ
、

じ
ん
雷
い
き
ず
群
が
お
り
（
鋤
）

五
口
身
心
ス
ッ
キ
リ
ト
ナ
ル
ゾ
。
（
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
）
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（
他
）

な
か
と
み
の
は
う
え
み
ず
ば
し
ょ
う

く
ふ
う
よ
っ
わ
が

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し

は
、
『
追
考
中
臣
祓
瑞
穂
紗
』
に
お
い
て
、
「
神
道
修
行
ノ
功
二
依
テ
、
吾
心
中
ノ
天
御
中
主
。
／
拝
ミ
泰
レ
バ
、
モ
ト
ョ
リ
天
地
遍

な
り
（
郷
）

満
ノ
御
体
ナ
ル
故
二
、
吾
心
、
天
地
二
遍
満
シ
テ
、
万
物
一
体
ノ
神
人
ト
ナ
ル
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ｊ
ｂ
あ
き
ら
か
に
強
斎

て
ん
じ
ん
し
ん
し
ん

は
る

と
同
じ
く
、
天
神
が
心
神
と
し
て
内
在
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
神
道
修
行
（
と
ｈ
リ
わ
け
祓
い
）
に
よ
っ
て
、
天
地
宇
宙
に
い
ま
す

絶
対
唯
一
の
天
御
中
主
神
天
神
）
と
人
々
の
心
の
な
か
に
そ
な
わ
る
個
別
的
な
天
御
中
主
神
（
心
神
）
と
が
、
ひ
と
つ
に
つ
な
が
る
（
神

人
合
二
と
い
う
も
の
で
あ
る
・
持
敬
・
窮
理
の
工
夫
に
よ
っ
て
諮
然
貫
通
に
い
た
る
朱
子
学
の
論
理
構
裳
一
神
道
に
う
つ
し
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
人
と
神
、
内
と
外
と
い
う
関
係
か
ら
生
じ
る
理
解
で
あ
る
以
上
、
内
在
で
あ
ろ
う
と
、
降
臨

で
あ
ろ
う
と
、
無
理
に
わ
け
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
闇
斎
の
「
宿
る
」
と
い
う
の
は
、
「
内
在
す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
降
臨
す
る
」
の
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。

そ
の
意
味
で
闇
斎
の
悟
道
体
験
は
「
神
性
降
醗
の
溌
的
信
仰
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
ふ
た
つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
『
中
肘
』
第
十
六
章
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
鬼
神
（
神
霊
）
が
祭
祀
の
儀
礼
に
よ
っ
て
降
臨
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ぎ
し
ん

孔
子
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
、
「
鬼
神
の
は
た
ら
き
と
い
う
ｊ
ｂ
の
は
、
ま
こ
と
に
縣
大
で
あ
る
こ
と
よ
・
鬼
神
の
形
を

見
よ
う
と
し
て
も
見
え
ず
、
鬼
神
の
声
を
聴
こ
う
と
し
て
も
聞
こ
え
な
い
。
だ
が
、
鬼
神
は
一
物
も
残
さ
ず
、
す
べ
て
の
物

の
も
と
と
な
っ
て
、
物
を
成
り
立
た
せ
る
。
ま
た
、
天
下
の
人
に
心
を
き
よ
め
身
を
き
よ
め
、
最
上
の
衣
服
を
つ
け
て
お
祭

り
を
さ
せ
る
。
（
そ
う
す
れ
ば
、
）
鬼
神
は
祭
場
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
み
ち
み
ち
て
、
さ
な
が
ら
祭
る
も
の
の
上
に
も
、
左
に
も
右
に

も
臨
ん
で
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
。
さ
れ
ば
『
詩
経
』
に
は
、
『
神
が
来
臨
し
た
も
う
の
は
、
人
の
浅
は
か
な
心
で
予
測
も
で
き
ず
、

（化）

ま
し
て
来
臨
し
て
示
し
た
も
う
威
力
を
い
と
い
避
け
る
こ
と
ｊ
ｂ
で
き
な
い
』
と
う
た
っ
て
い
る
」
と
。
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朱
孫
は
倫
理
的
、
合
理
的
に
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
闇
斎
は
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
特
色
（
祖
先
崇
拝
・
神
人
交
流
）
を
忘

れ
い
じ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
生
前
に
自
己
の
御
魂
を
霊
璽
（
仏
教
で
は
位
牌
）
に
留
め
て
祭
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

せ
い
し
か
ん
じ
よ
う
（
心
）

れ
を
生
祠
勧
請
と
い
う
。
わ
が
身
心
か
ら
霊
魂
を
抜
き
と
る
よ
う
な
奇
怪
な
行
為
と
も
思
わ
れ
る
処
置
は
、
常
人
に
と
っ
て
理

解
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
御
魂
が
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
な
ら
、
抜
き
と
り
よ
う
も
な
い
。
霊
璽
は
死
者
を
祭
る
た
め
に

あ
る
。
生
き
た
御
魂
を
祭
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
に
降
臨
し
た
神
霊
を
そ
の
ま
ま
霊
璽
に
留
め
封
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
闇

斎
は
私
利
私
欲
や
罪
業
が
、
単
な
る
お
祓
い
や
神
社
通
い
で
消
え
さ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

な
か
と
み
⑭
は
ら
え
（
柵
）

は
祓
い
の
本
質
が
実
は
祈
り
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
『
中
臣
祓
』
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
一
ハ
十
五
歳
で
息
を
ひ
き
と
っ
た
闇
斎
の

臨
終
の
す
が
た
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

闇
斎
の
悟
道
体
験
の
変
遷
を
禅
学
の
翻
然
大
悟
、
朱
子
学
の
諮
然
貫
通
、
垂
加
神
道
の
神
性
降
臨
の
順
で
論
じ
て
き
た
。
い
ず

れ
も
人
と
仏
、
人
と
理
、
人
と
神
と
の
関
係
を
、
闇
斎
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
究
明
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
試

み
は
成
功
し
た
と
は
い
い
が
た
い
が
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
い
。
闇
斎
は
神
学
の
よ
う
に
絶
対
自
由
の
心
を
信
じ
き
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
朱
子
学
で
い
う
理
は
ど
う
し
て
も
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
、
生
命

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
大
い
な
る
生
命
の
流
れ
の
な
か
で
つ
な

が
っ
て
い
る
祖
孫
一
貫
の
御
魂
を
、
い
か
に
し
て
わ
が
身
心
に
留
め
お
く
か
に
闇
斎
の
願
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
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（
１
）
徳
富
蘇
峰
の
名
著
『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
シ
リ
ー
ズ
、
『
徳
川
幕
府
思
想
篇
』
（
講
談
社
学
術
文
廊
、
昭
和
兜
年
再
刊
）
に
、
「
闇
斎
の
朱
子
学
は
、
世
の

い
わ
ゆ
る
朱
子
学
で
は
な
く
、
山
崎
流
の
米
子
学
で
あ
っ
た
。
彼
は
朱
子
学
を
日
本
化
し
、
あ
わ
せ
て
山
崎
化
し
た
」
（
第
十
章
、
闇
斎
お
よ
び
そ
の
一
派
〉

と
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
佃
鉢
政
治
思
想
の
碩
学
丸
山
真
男
氏
も
首
肯
し
て
お
ら
れ
、
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
（
岩
波
書
店
、
日
本
思
想
大
系
瓠
、
昭
和
弱
年
）
に
、
「
敬

義
学
派
（
敬
義
は
闇
斎
の
字
）
は
朱
子
学
を
日
本
化
し
た
最
初
の
学
派
と
い
わ
れ
る
」
（
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」
六
一
一
八
頁
）
、
ま
た
「
程
朱
学
を
理
論
と

爽
践
に
わ
た
る
世
界
観
と
し
て
一
個
一
身
に
体
認
し
よ
う
と
格
闘
し
た
躍
初
の
学
派
は
闇
斎
学
派
で
あ
っ
た
」
（
同
上
、
六
六
二
頁
）
と
あ
る
。

（
２
）
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
近
藤
啓
吾
氏
の
三
部
作
で
あ
る
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
（
神
道
史
学
会
、
昭
和
団
年
）
、
『
統
山
崎
間
斎
の
研
究
』
（
同
上
、
平
成
３
年
『

た
に
せ
い
ご

『
続
々
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
（
同
上
、
平
成
７
年
）
と
谷
省
吾
氏
の
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
（
国
誹
刊
行
会
、
平
成
旧
年
｝
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
３
）
闇
斎
自
身
が
編
纂
し
た
『
山
崎
家
譜
』
（
近
藤
啓
吾
氏
編
述
『
神
道
大
系
論
説
編
十
玉
躯
Ⅲ
神
道
（
化
）
』
、
昭
和
、
年
、
お
よ
び
ペ
リ
カ
ン
社
『
新
編

山
崎
附
斎
全
災
』
第
三
巻
・
川
机
斑
年
）
に
、
家
系
・
家
族
を
含
め
た
闇
斎
瓦
十
六
歳
ま
で
の
耐
潔
な
叙
述
が
あ
る
。

（
４
）
「
蝿
水
六
年
己
Ｕ
、
鵬
１
４
鮫
、
父
朴
命
呼
淌
兵
術
。
正
保
１
年
内
戊
存
三
月
Ⅲ
Ⅱ
壬
子
、
以
父
称
命
、
復
本
氏
、
Ⅲ
以
洲
為
名
、
宇
川
敬
残
、
以
闇
珊
斎
、

称
呼
加
右
術
Ⅲ
」
高
山
崎
家
柵
と

な
り
あ
さ

Ｔ
い
が
そ
う

（
５
）
Ｍ
川
艮
行
、
名
は
成
厳
、
字
は
玄
節
、
号
は
艮
背
。
京
都
の
人
、
広
脇
藩
鮒
。
閥
斎
の
門
人
と
し
て
の
、
、
の
念
が
強
く
、
附
斎
の
全
災
で
あ
る
『
砿
加
煎
企
災
」

Ｉ
Ｉ
巻
、
付
録
三
巻
を
編
纂
し
た
（
ペ
リ
カ
ン
社
『
新
縞
山
崎
閥
斎
全
災
』
輔
．
巻
、
第
４
巻
所
収
）
。

（
６
）
近
藤
啓
吾
氏
》
繍
述
『
神
道
大
系
諭
説
編
十
二
振
加
神
道
（
上
）
・
一
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
印
年
）
所
収
。
『
艮
背
諮
録
』
は
、
械
剛
災
背
の
諸
溌
を

門
人
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
艮
背
が
自
身
の
意
見
や
Ｈ
常
の
み
で
は
な
く
、
闇
斎
の
青
少
年
時
代
の
経
歴
、
神
道
に
関
す
る
意
見
を
語
っ
て
お
り
、

間
斎
の
そ
ば
に
仕
え
た
も
の
で
な
い
と
知
り
え
な
い
事
実
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
闇
斎
を
崇
拝
し
一
番
弟
子
を
同
負
す
る
あ
ま
り
、

排
他
的
な
感
情
が
強
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

や
き
や
す

し
⑪
ち
ゅ
う

（
７
）
闇
斎
の
孫
弟
子
に
あ
た
忽
諾
淋
強
斎
（
一
六
七
九
～
一
七
三
二
、
名
は
進
居
、
号
は
強
斎
、
神
道
の
霊
社
号
は
守
中
。
猿
都
の
弘
）
の
一
一
一
一
口
行
を
記
し
た
『
織

斎
先
生
雑
話
筆
記
』
（
岡
直
養
氏
編
、
全
十
二
巻
・
他
二
篇
、
昭
和
十
二
年
刊
）
に
、
「
』
彌
矯
〉
先
生
、
年
少
ノ
時
、
以
テ
ノ
外
ナ
ル
ィ
タ
ヅ
ラ
篭
７
、
下

落
ち
う
り

立
売
ノ
堀
川
ノ
橋
二
層
テ
ハ
、
人
ノ
足
ヲ
カ
イ
テ
、
堀
へ
藩
ス
コ
ト
ヲ
ナ
サ
レ
一
丁
、
御
親
父
モ
ア
グ
ミ
切
ツ
テ
、
是
非
二
及
バ
ズ
、
妙
心
寺
へ
過
サ
レ
タ

あ
い
き
こ
え

サ
ウ
ニ
相
聞
候
」
（
『
雑
話
筆
記
』
巻
二
、
一
一
十
五
丁
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
「
妙
心
寺
」
と
あ
る
の
は
、
強
斎
の
記
憶
ち
が
い
か
、
強
斎
の
高
弟
山
口
春
水
（
一
六
九
二

～
一
七
七
二
、
名
は
重
固
、
号
は
春
水
。
若
狭
、
小
浜
藩
上
）
の
筆
録
の
際
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
あ
ま
り
の
腕
白
に
父
親
も
こ
ま
り
は
て
て
、
比
叡
山
延

暦
寺
の
知
り
あ
い
の
僧
に
あ
ず
け
た
の
で
あ
る
。

け
い
ざ
い

（
８
）
水
足
屏
山
、
名
は
安
面
、
字
は
仲
敬
、
号
は
屏
山
。
熊
本
藩
鰯
。
溝
林
強
斎
と
同
じ
く
闇
斎
の
面
弟
子
浅
几
綱
斎
（
一
六
五
一
一
～
》
し
：
、
名
は
安
正
、

一、

､Ｌ注
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号
は
綱
斎
。
京
の
町
医
者
の
子
）
の
弟
子
。

（
９
）
近
藤
啓
醤
氏
細
述
『
榊
麺
大
系
論
説
綱
十
二
唾
加
神
道
（
上
）
」
所
収
。
そ
の
記
述
は
而
潔
で
あ
り
、
あ
や
ま
り
も
少
な
い
。

し
よ
う

（
、
）
成
耐
と
は
雨
礼
紀
』
内
川
鮒
に
、
「
成
倣
に
し
て
象
（
武
正
の
難
い
）
を
郷
い
、
射
・
御
を
学
ぶ
」
と
あ
り
、
郷
玄
の
雛
に
、
「
成
蹴
は
十
五
以
上
」
と
見
え
る
。

（
Ｕ
吸
江
寺
は
、
赫
知
市
吸
江
に
あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
、
土
佐
藩
主
山
内
家
の
菩
提
寺
。

け
沖
り
ゆ
う

（
尼
）
空
谷
と
は
、
明
代
前
期
の
禅
僧
空
谷
景
隆
（
一
一
一
一
九
三
～
’
四
六
六
）
の
こ
と
で
、
そ
の
空
谷
凝
隆
が
撰
し
た
投
法
書
が
『
尚
直
編
』
で
あ
る
紗
鄙
控
谷
の

儲
仏
道
三
教
間
の
同
一
論
は
、
一
一
一
教
帰
仏
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
『
尚
直
編
』
に
お
い
て
、
い
珠
辮
の
排
仏
論
を
は
げ
し
く
攻
撃
し
、
「
雌
雄
（
朱

れ
ん
的
い

蕪
の
号
）
自
身
は
仏
教
の
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
の
に
、
周
漉
渓
（
朱
子
学
の
御
）
や
程
明
道
・
程
伊
川
（
澱
渓
の
弟
子
）
が
仏
教
の
こ
と
ば
を
隠
そ
う

と
も
し
な
い
（
で
用
い
て
い
る
）
の
を
き
ら
っ
て
お
り
、
自
分
自
身
は
仏
教
の
学
問
に
広
く
通
じ
て
い
る
の
に
、
人
に
仏
教
の
学
問
を
す
て
る
よ
う
に
教

え
て
い
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
こ
と
が
ら
に
よ
っ
て
、
晦
庵
は
心
痛
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
晦
庵
自
用
仏
柵
、
又
繊
周
曝
明
露
仏
語
、
自
博
於
仏
学
、

又
教
人
莱
於
仏
学
。
此
二
硴
微
鱗
晦
雄
心
嫡
也
）
」
（
和
刻
本
近
世
漢
繍
雄
刊
・
思
想
四
編
所
収
『
尚
祓
編
』
四
一
》
一
四
一
頁
～
四
三
四
二
頁
）
と
ま
で
一
高
い
き
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
米
子
学
は
仏
教
（
禅
）
か
ら
生
ま
れ
た
の
に
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
排
仏
論
を
展
開
す
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
闘
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
心
摘
」
と
は
、
粘
神
が
鍬
乱
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

危
）
『
天
日
中
姉
広
録
』
（
和
刻
本
近
世
漢
鯆
蝋
刊
・
思
想
四
編
所
収
）
の
こ
と
。
荒
木
兇
悟
氏
が
、
「
中
峰
は
、
朱
の
大
慾
宗
呆
と
並
ん
で
、
明
代
咄
想
史
に
肢

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
禅
僧
」
（
同
上
、
序
文
、
二
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
ほ
ど
の
傑
僧
で
あ
る
。
そ
の
禅
体
験
の
深
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
あ

き

ま
り
の
雄
弁
跨
謎
に
い
鱈
野
口
善
敬
氏
が
、
「
圏
よ
り
そ
の
多
言
を
以
て
、
明
の
周
卿
（
生
卒
年
不
詳
）
は
、
巾
峰
を
言
語
文
字
僧
（
金
陵
玻
嚇
・
一
一
統
・
中

降
語
録
）
と
悪
様
に
艇
し
て
い
る
」
（
同
上
、
解
題
、
一
頁
）
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
絶
蔵
主
の
閥
斎
に
も
あ
て
は
ま
る
。

ざ
と
い
き

（
Ｍ
）
湘
南
と
い
う
人
物
名
は
、
山
川
去
暦
（
一
七
七
九
～
一
八
四
一
ハ
、
名
は
述
、
字
は
思
叔
、
号
は
去
暦
。
江
一
鯲
紘
没
す
）
の
『
闇
斎
先
生
年
譜
』
（
『
楠
本
端
山
・

碩
水
全
難
課
斬
収
「
日
本
道
学
渕
源
録
」
五
一
一
一
一
頁
～
五
四
二
頁
）
に
突
如
あ
ら
わ
れ
、
「
そ
の
当
時
、
栞
と
い
う
土
佐
の
公
子
が
妙
心
寺
に
き
て
お
り
、

大
通
院
（
字
は
洲
燗
）
と
い
い
、
人
を
見
抜
く
力
を
持
っ
て
い
た
（
時
土
佐
公
子
柴
、
来
届
妙
心
寺
、
称
大
皿
院
、
字
湘
南
、
櫛
織
鑑
）
」
と
あ
る
。
山
川

進
暦
は
冊
斎
の
直
弟
子
三
宅
尚
斎
〈
一
六
六
二
～
一
七
四
一
、
名
は
爪
岡
、
号
は
尚
斎
）
の
学
統
に
つ
な
が
る
柵
者
で
あ
り
、
そ
の
『
闇
満
先
生
年
柵
』
に
は
、

か
ん
〒
』
ん

若
林
強
斎
の
直
弟
子
山
口
春
水
〈
一
十
ハ
九
二
～
一
七
七
一
、
名
は
安
剛
、
号
は
春
水
。
小
浜
藩
士
）
の
孫
山
口
哲
山
（
一
七
七
一
一
～
一
八
五
四
、
名
は
航

昭
、
号
は
菅
山
）
の
政
文
（
一
八
三
八
年
）
が
附
さ
れ
、
信
頼
に
足
る
年
譜
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
闇
斎
没
後
百
四
十
五

年
ほ
ど
も
た
っ
て
著
わ
さ
れ
て
お
り
、
脇
斎
の
神
格
化
が
目
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
妙
心
寺
の
諸
大
徳
の
な
か
で
、
闇
斎
が
大
通
院
で
修
行
し
た
事
実
、

お
よ
び
そ
の
当
時
の
大
通
院
の
住
持
が
湘
南
宗
化
で
あ
っ
た
と
い
う
証
左
を
御
存
知
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
御
教
示
願
い
た
い
。

（
旧
）
湘
南
宗
化
（
一
五
八
七
～
一
六
三
七
）
と
吸
江
寺
お
よ
び
大
通
院
と
の
関
係
は
、
寺
石
正
路
氏
『
南
字
典
』
（
扇
山
房
、
昭
和
９
年
）
第
三
十
八
章
「
山
崎
闇
斎
」

に
簡
略
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
湘
南
宗
化
は
初
代
土
佐
藩
主
山
内
一
磯
（
一
五
四
五
～
一
六
○
派
）
の
蕊
子
で
、
藩
主
と
の
姻
戚
の
故
に
吸
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江
寺
お
よ
び
大
通
院
の
両
住
持
と
な
り
、
絶
蔵
主
〈
闇
斎
）
の
器
戯
を
見
抜
い
て
、
吸
江
寺
へ
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
（
三
三
九
頁
～
三
四
○
頁
）
。

あ
ん
の
う
ら

〈
肥
）
谷
時
中
、
名
は
素
有
、
字
は
時
中
、
号
は
鈍
斎
、
土
佐
甲
浦
の
人
。
も
と
浄
土
真
宗
の
僧
で
、
慈
沖
と
称
し
た
が
、
晩
年
還
俗
し
て
朱
子
芋
を
識
じ
た
。
小
倉
一
二
省
、

野
中
兼
山
、
山
崎
闇
斎
は
時
中
の
一
一
一
傑
で
あ
る
。

（
灯
）
小
倉
三
省
、
名
は
克
通
、
字
は
政
突
・
政
義
、
号
は
一
一
一
省
。
土
佐
藩
士
。
米
子
学
を
尊
信
し
、
修
養
に
つ
と
め
経
世
済
民
の
才
が
あ
っ
た
。
温
厚
篤
実
な
三
省
は
、

峻
厳
剛
直
な
兼
山
を
諌
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
肥
）
獅
中
兼
山
、
名
は
止
、
字
は
良
継
、
号
は
兼
山
。
土
佐
藩
、
主
席
の
奉
行
職
に
あ
る
こ
と
二
十
七
年
間
、
朱
子
学
を
修
め
大
い
に
土
佐
の
文
化
・
経
済
を

振
興
せ
し
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
退
直
後
の
本
人
の
急
死
（
四
十
九
歳
）
の
あ
と
、
そ
の
才
能
や
功
紙
を
ね
た
ん
だ
者
た
ち
に
よ
り
織
曾
を
う
け
、

す
く
む

藩
は
遮
族
を
椚
毛
に
幽
閉
し
、
辿
児
八
名
の
結
蝦
を
禁
じ
、
兼
山
没
後
四
十
年
、
男
子
四
名
が
す
べ
て
没
し
て
は
じ
め
て
、
残
る
一
二
女
（
災
女
は
す
で
に

死
去
）
を
赦
免
し
た
。

『
鯛
典
』
は
、
ペ
リ
カ
ン
社
『
新
編
山
崎
開
斎
全
集
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
九
州
大
学
図
謝
鮒
蔵
・
碩
水
文
脈
本
（
二
条
逝
松
屋
町

寿
文
堂
）
を
鷹
本
と
し
た
。
『
柵
典
』
の
成
立
や
版
木
、
抄
録
さ
れ
て
い
る
各
条
の
典
拠
、
思
想
的
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
氏
『
山
崎
閥
斎
の
研
究
』

鋪
一
部
・
「
『
剛
異
』
と
『
間
子
御
陰
に
く
わ
し
い
論
考
が
あ
る
。
今
回
の
拙
諭
は
氏
の
考
察
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
穴
胴
拠
』
の
日
賦
に
附
さ

れ
て
い
る
「
子
朱
子
日
」
の
一
条
（
い
わ
ゆ
る
小
序
）
と
闇
斎
自
身
の
後
記
に
つ
い
て
は
、
小
林
健
三
氏
校
漉
『
藤
川
来
醐
←
山
崎
閥
斎
躯
』
価
界
教
育

髄
典
・
日
本
教
育
編
、
駝
川
大
学
出
版
部
、
昭
和
哩
年
）
に
訓
読
と
頭
椛
が
あ
る
。
闇
斎
の
後
記
を
読
む
か
ぎ
り
、
「
異
ヲ
剛
ク
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
小
林
氏
は
「
異
ヲ
鯛
ク
（
異
端
の
説
を
開
い
て
正
し
い
説
を
述
べ
る
）
」
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
相
手
を
よ
く
知
っ
て
こ
そ
批
判
で
き
る
わ
け
だ
か
ら
、

小
林
氏
の
訓
み
は
深
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
０
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ｃ
ｃ
Ｃ

「
吾
幼
年
読
四
書
、
成
童
為
仏
徒
、
二
十
二
一
一
一
本
於
空
谷
之
書
、
作
三
教
一
致
之
胡
論
。
二
十
五
読
朱
子
之
習
、
覚
仏
学
之
非
道
、
則
逃
篇
帰
於
儒
突
。
今

一
一
一
十
而
米
能
立
。
深
侮
吾
之
不
早
弁
、
又
慨
人
之
可
終
惑
。
故
此
備
之
述
、
不
得
已
也
」
。
注
（
９
）
に
水
足
屏
山
の
『
山
崎
先
生
行
実
』
の
記
述
に
あ
や

ま
り
が
少
な
い
こ
と
を
紹
介
し
、
本
論
に
お
い
て
八
蟻
か
ら
一
一
十
二
、
一
一
一
歳
に
か
け
て
の
闇
斎
の
経
歴
の
日
本
譜
訳
を
の
せ
た
。
そ
の
記
述
の
弾
鑛
鐸
ぶ
っ

た
の
は
、
『
胴
典
』
の
後
記
で
あ
る
の
で
、
比
鮫
の
た
め
に
。
『
汕
聴
洗
雛
暹
螺
巷
・
Ｐ
鯨
挟
を
剥
棚
北
弍
錦
巷
⑰
。
「
八
歳
能
背
緬
法
錐
、
〈
中
略
）
成
激
為
仏
徒
、

Ｗ
修
柳
学
。
到
子
土
佐
州
、
餌
処
吸
江
寺
、
称
絶
蔵
主
。
一
一
十
一
一
三
蝋
、
水
於
空
谷
と
識
、
作
三
教
一
致
迄
諭
」
。
間
斎
が
触
れ
て
い
な
い
（
触
れ
た
く
な
い
）

寺
石
正
路
氏
『
南
学
史
』
第
三
十
二
職
「
野
中
兼
山
と
南
学
」
（
二
八
一
頁
～
二
八
一
一
一
頁
）
。
近
藤
啓
吾
氏
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
第
一
部
「
『
柵
異
』
と
『
閥

注
（
４
）
参
照
。

子
書
』
」
（
三
十
五
頁
～
三
十
六
頁
）
。

『
雑
話
筆
記
』
巻
二
、
二
十
六
丁
。

死
去
）
圭

泳
（
７
）
参
照
。
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事
実
を
さ
ら
に
補
っ
て
い
る
。

（
霊
）
繍
有
意
涛
、
蓋
道
者
綱
常
而
己
英
。
彼
既
廃
之
、
則
其
学
之
非
道
、
可
不
攻
而
知
美
。
但
綱
常
道
味
、
而
人
不
知
所
以
不
可
廃
之
。
世
之
所
謂
儒
者
、
形
体
識
趣
、

不
興
乎
親
鴬
之
徒
。
務
記
覧
而
寄
子
聖
賢
博
学
之
言
、
為
詞
章
而
託
干
詩
書
赦
道
之
文
。
是
以
綱
常
之
道
、
遂
不
明
而
不
化
子
仏
氏
之
教
者
、
未
と
有
也
。

故
取
夫
子
之
言
冠
首
、
以
使
人
先
知
攻
之
之
為
書
也
。

（
躯
）
『
關
異
』
は
、
朱
子
の
小
序
、
抄
録
さ
れ
た
二
１
四
条
目
、
闇
斎
の
後
記
の
三
段
か
ら
成
る
。

万
）
「
有
所
謂
頑
空
真
空
之
説
。
頑
空
者
如
死
灰
槁
水
。
真
空
即
能
摂
衆
有
而
応
変
。
然
亦
只
是
空
耳
。
今
不
消
窮
究
他
。
伊
川
所
調
、
只
消
就
跡
止
断
便
了
。

他
既
逃
其
父
母
、
雛
説
得
如
何
道
理
、
也
使
不
得
。
如
此
却
目
足
以
断
之
突
」
。
日
本
語
訳
は
、
世
界
の
名
著
・
統
４
『
朱
子
・
王
陽
明
』
〈
中
央
公
論
社
・

昭
和
卿
年
）
か
ら
、
荒
木
見
悟
氏
の
文
章
（
三
一
二
頁
）
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
、
最
後
の
「
如
此
却
自
足
以
断
之
突
」
の
「
如
此
」
は
、

私
な
り
に
訳
を
こ
こ
ろ
み
た
。
な
お
、
程
伊
川
の
説
に
つ
い
て
は
、
『
關
異
』
（
二
十
四
丁
）
に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

（
聖
近
藤
啓
吾
氏
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
緒
説
に
、
「
闇
斎
の
生
涯
を
通
じ
変
ら
ぬ
も
の
は
、
そ
の
孝
子
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
（
１
頁
）
と
し
て
、
く
わ
し

弱
）
『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
子
日
、
朝
間
道
、
夕
死
可
美
」
に
も
と
づ
く
。

か
つ
ぜ
ん

（
弧
）
『
大
日
本
続
蔵
経
（
卍
蔵
経
）
』
（
一
二
四
冊
、
一
『
一
式
八
・
ｂ
）
の
「
投
子
義
青
禅
師
語
録
」
〈
巻
下
・
附
録
）
に
は
「
諮
然
大
悟
・
通
身
汗
流
」
と
あ
り
、
回
（
一
二
六

か
つ
ぜ
ん

さ
よ
う
き
ょ
う

Ⅲ
、
一
一
一
八
・
ａ
）
の
「
湛
然
円
澄
禅
師
語
録
」
（
巻
七
・
諭
示
）
に
は
、
「
諮
然
大
悟
・
汗
流
來
背
」
と
あ
る
。
喪
は
脇
（
わ
き
ば
ら
）
に
同
じ
。

訂
）
聖
門
所
謂
間
道
、
聞
只
是
見
聞
玩
索
而
自
得
之
之
調
。
道
只
是
君
臣
父
子
Ⅱ
用
常
行
当
然
之
理
。
非
行
玄
妙
奇
特
不
可
測
知
、
如
釈
氏
所
云
諮
然
大
悟
迦

身
汗
出
之
説
也
。
如
今
更
不
呵
別
求
川
力
処
。
只
是
持
敬
以
窮
理
而
己
。
（
和
刻
本
『
米
子
文
集
』
巻
五
十
九
、
．
Ｔ
五
丁
、
答
呉
斗
南
）

（
塑
朱
子
学
の
硲
然
貫
通
と
神
学
の
総
然
大
悟
と
の
ち
が
い
は
、
荒
木
兇
悟
氏
『
新
版
仏
教
と
儒
教
』
（
研
文
出
版
、
評
成
５
年
）
に
、
厳
密
な
学
問
的
比
較

考
察
が
あ
る
。
舗
然
貫
通
は
持
敬
（
天
理
へ
の
つ
つ
し
み
を
持
っ
た
目
覚
め
）
と
格
物
窮
理
（
個
物
の
理
に
窮
め
格
る
）
と
い
う
漸
進
的
な
修
養
に
よ
っ

て
体
験
す
る
「
理
に
貫
か
れ
た
世
界
」
で
あ
る
。
諮
然
大
悟
は
、
悟
か
迷
か
、
仏
か
凡
夫
か
、
生
か
死
か
と
い
う
絶
対
矛
盾
を
空
観
の
論
理
に
も
と
づ
き

一
挙
に
飛
鵬
翻
転
す
る
頓
悟
主
義
的
な
修
行
に
よ
っ
て
体
験
す
る
「
随
処
に
主
と
な
る
世
界
」
で
あ
る
。

（
粥
）
「
薇
人
心
之
霊
、
英
不
有
知
、
而
天
下
と
物
、
莫
不
有
理
。
惟
於
理
有
未
窮
、
故
其
知
有
不
尽
也
。
是
以
大
学
始
終
、
必
使
学
者
即
凡
天
下
と
物
、
莫
不
因

其
己
知
之
理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其
極
。
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
絡
然
貫
麺
鶴
、
則
衆
物
之
表
襲
精
粗
、
無
不
到
、
而
吾
心
と
全
体
入
用
、
無
不
明
美
」

日
本
語
訳
は
、
『
宋
子
学
と
陽
明
学
』
（
岩
波
新
書
、
昭
和
狸
年
）
か
ら
、
島
田
塵
次
氏
の
文
章
（
一
○
一
一
一
頁
～
．
○
四
項
←
と
鑓
劉
卵
夢
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
鈍
）
垂
加
と
は
、
神
道
家
と
し
て
の
闇
斎
の
霊
社
号
で
あ
る
。
伊
勢
神
道
の
教
典
と
さ
れ
る
「
神
道
五
部
書
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
倭
姫
命
世
記
』
雄
略
一
一
十
一
二
年
に
、

ざ
と
う

し
ょ
う
じ
き

し
ん

「
神
は
霊
る
る
に
祈
祷
（
ね
ぎ
ご
と
）
を
以
て
先
き
と
な
し
、
冥
は
加
う
る
に
正
直
（
ま
す
ぐ
）
を
以
て
本
と
な
す
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
神

す
い

恥
よ
う
が

垂
と
は
神
の
恵
み
が
く
だ
る
こ
と
、
冥
加
と
は
冥
（
目
に
見
え
ぬ
神
の
守
り
）
が
加
え
ら
れ
る
一
」
と
。

（
翌
近
藤
啓
吾
氏
『
’

い
記
述
が
あ
る
。

（
鋼
）
『
論
語
』
里
仁
篇

（
弧
）
『
大
日
本
続
蔵
緤
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ひ
』
ぶ
り
一
折

（
妬
）
櫻
井
徳
太
郎
著
作
集
７
『
束
ア
ジ
ア
の
民
族
》
亦
教
』
（
上
川
川
弘
文
節
、
昭
和
阻
年
）
に
、
神
霊
が
鵬
び
だ
す
「
脱
塊
型
」
と
神
霊
が
入
り
こ
む
「
懇
依
型
」

と
の
ち
が
い
が
指
摘
し
て
あ
る
（
六
七
頁
）
。
闇
斎
の
悟
道
体
験
を
私
は
「
神
性
降
臨
一
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
身
心
は
単
な
る
い
れ
も
の
で
、

霊
魂
が
不
在
の
と
き
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
似
た
考
え
に
つ
い
て
櫻
井
氏
は
、
折
口
信
夫
の
説
（
『
折
川
信
夫
全
集
』
第
二
巻
所
収
「
大
嘗
祭
の

本
義
」
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
加
年
）
を
引
い
て
わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
つ
ま
り
古
代
に
お
い
て
は
天
皇
の
身
体
は
た
ん
な
る
ム
ク
ロ
で
あ
っ

た
。
永
遠
に
変
ら
な
い
も
の
は
天
皇
霊
が
あ
る
だ
け
で
、
（
中
略
）
天
皇
の
身
体
は
こ
の
天
皇
霊
の
容
れ
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
（
六
八
頁
）
。
大
嘗
祭
は
犬
皇

溌
を
今
上
大
里
に
懸
依
さ
せ
る
通
過
儀
礼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
闇
斎
の
神
性
降
臨
が
そ
の
よ
う
な
通
過
儀
礼
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
“
）
「
子
Ｈ
、
鬼
神
之
為
徳
、
典
縦
英
一
平
。
視
之
而
弗
兇
、
聴
之
而
弗
Ⅲ
、
体
物
而
不
可
辿
。
使
天
下
と
人
、
斉
明
盛
服
、
以
承
祭
祀
。
沖
洋
平
如
在
典
ｋ
、
如

征
比
雁
ｈ
・
荷
Ｈ
、
神
と
格
忠
、
不
鯵
川
庇
思
、
矧
可
射
思
」
。
Ⅱ
水
枡
択
は
、
『
人
学
小
川
』
（
明
治
件
院
、
川
棚
妃
年
）
か
ら
、
亦
塚
忠
氏
の
文
伍
，
を

ニー、￣、ゴー､￣、－
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つ
ち
化
し
砂
た
か

（
犯
）
止
橘
寛
氏
『
、
川
本
逝
叩
に
探
る
古
代
信
仰
』
（
巾
‐
公
新
習
、
平
成
２
年
）
の
第
爪
章
に
、
「
神
に
祈
る
と
神
を
祈
る
と
の
迎
い
は
、
人
間
と
神
と
の
関
係
が
速

い
か
近
い
か
に
よ
る
で
あ
ろ
う
」
（
二
○
五
頁
）
と
あ
る
。

（
鍋
）
近
藤
啓
吾
氏
編
述
『
神
道
大
系
論
説
篇
第
十
二
垂
加
鋤
鑓
」
上
）
鈩
禧
一
六
○
頁
）
所
収
。

こ
た

お
も

（
釦
）
『
口
本
書
紀
．
－
巻
一
・
神
代
Ｌ
Ｌ
に
、
「
対
へ
て
ｕ
は
く
、
召
は
日
本
国
の
二
諸
山
に
住
ま
む
と
欲
ふ
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
日
本
書
紀
・
一
上
、
一
一
一
一
○
頁
、

（
洲
）
沈

（
”
）
近

が
ん
ぺ
の
ま
さ
み
つ
ゆ

じ
ん
窟
い
の
上
き
く
け
つ

（
粥
）
感
部
神
道
は
、
室
町
時
代
の
人
と
さ
れ
る
忌
部
正
迦
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
神
代
巻
口
訣
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
闇
斎
は
こ
の
諜
か
ら
兇
い

し
ん
．
〕
ん

ご
ら
ん
イ
』
ニ
し
だ
い
ざ

痙
弥
Ｌ
躯
ん
氾
神
挙
韓
雑
塗
Ｌ
主
い
う
語
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
大
で
あ
っ
た
。
伊
勢
神
道
は
、
『
御
鎮
彫
次
第
記
」
・
『
御
鎮
座
本
紀
』
・
『
御
鈍
座
伝
記
』
・

『
宝
基
本
記
』
・
『
倭
姫
命
世
記
』
と
い
う
五
部
の
教
典
を
主
と
し
、
神
人
一
貫
・
祖
孫
一
貫
と
い
う
霊
魂
観
〈
生
命
観
）
を
唱
導
す
る
。
闇
斎
は
『
御
鎮
座

、
小
の
ち

次
第
記
』
・
『
宝
基
本
記
』
・
『
倭
姫
命
世
記
』
か
ら
も
「
心
神
」
と
い
う
語
を
見
い
だ
し
て
、
神
と
人
、
祖
先
と
子
孫
と
の
生
命
の
流
れ
を
”
ロ
口
覚
す
る
霊
的

か
ね
と
。
》

信
仰
の
き
っ
か
け
を
得
て
い
る
。
雌
川
田
神
道
は
、
室
町
時
代
後
半
に
出
た
吉
川
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五
一
一
〉
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
闇

斎
が
主
と
し
て
取
り
い
れ
た
の
は
、
鬼
統
守
謹
と
い
う
歴
史
観
（
剛
家
・
鴎
族
の
自
覚
）
で
あ
っ
た
。

伽
凋
『
乖
川
神
道
（
下
）
』
所
収
「
大
学
序
繊
繊
」
（
ｉ
○
九
頁
）
。

川
Ⅲ
延
雌
（
Ｌ
ハ
．
几
～
．
」
ハ
九
○
）
は
、
度
会
延
肱
と
も
い
う
。
伊
鋤
神
桝
の
神
悔
で
あ
り
、
伊
勢
神
道
の
教
え
を
光
成
さ
せ
た
功
紙
は
入
き
い
。

叶
水
紀
尤
氏
「
喚
会
延
佳
の
小
胆
級
研
究
」
（
『
神
道
史
研
究
』
第
八
巻
・
節
Ⅲ
暇
、
昭
椥
郷
耶
７
Ⅱ
、
．
．
Ｋ
八
Ⅲ
～
．
Ｕ
○
口
）
．
八
八
瓜
。

料
波
普
店
）
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

近
滕
啓
冴
氏
編
述
『
抑
道
人
系

わ
か
り
や
す
く
説
か
れ
て
い
る
。

（
７
）
参
照
。

諭
脱
郷
１
．
．
嘔
加
神
道
（
ｒ
）
』
（
川
和
銅
年
）
所
収
。
『
神
道
夜
話
』
を
銃
む
と
、
神
繍
．
政
・
神
怖
雅
学
の
内
容
が

1９



引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
幻
）
闇
斎
の
生
祠
勧
諦
の
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
氏
『
儒
葬
と
神
葬
』
（
図
書
刊
行
会
、
平
成
２
年
）
の
「
山
崎
閥
斎
の
葬
祭
説
」
、
お
よ
び
谷

省
吾
氏
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
（
図
諜
刊
行
会
、
平
成
咽
鮓
）
の
「
垂
加
鑑
社
」
に
く
わ
し
い
。

堀
）
『
中
臣
祓
』
（
伊
勢
本
）
は
、
わ
ず
か
七
八
七
文
字
で
あ
る
が
、
祓
の
一
宇
を
念
諏
し
て
、
身
心
の
汚
れ
を
し
ぼ
り
だ
す
よ
う
に
祓
い
淌
め
て
い
く
こ
と
を

教
え
る
。
仏
教
に
お
け
る
『
般
若
心
経
』
が
空
の
一
宇
を
念
謝
し
て
、
事
物
に
対
す
る
執
着
を
徹
底
的
に
打
破
す
る
こ
と
を
教
え
る
よ
う
な
も
の
。
闇
斎

の
臨
終
前
後
の
事
情
は
、
前
掲
の
谷
省
吾
氏
の
書
に
く
わ
し
い
。
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